モデル事業実施施設・事業報告書（(2)新規実施施設）
【（様式①）フェイスシート】

１．施設（事業所）の概要
	①法人名
	社会福祉法人　はぐくむ会
	②法人代表者名
	理事長　森　繁樹

	③施設名

(事業所名)
	はぐくみ園

第二はぐくみ園
	④施設長名

(管理者名)
	施設長　森　正子

施設長　根岸瑞栄
	⑤担当者名
	橋本誠一

根岸昭博

	⑥施設住所

（事業所）
	〒３６９－１２０５　　埼玉県大里郡寄居町末野２０４４

はぐくみ園　　　TEL:０４８（５８１）８０５０　　FAX:０４８（５８１）８８５０

第二はぐくみ園　TEL:０４８（５８０）２２１１　　FAX:０４８（５８０）２２１２

E-mail:hagukumien@s7.dion.ne.jp   E-mail:dai2hagukumien@yahoo.co.jp

	⑦施設種別

（事業所）
	□①身体入所　□②身体通所　□③知的入所　□④知的通所　□⑤精神入所　□⑥精神通所

■⑦新体系事業 ※下記に実施事業名をご記入ください（多機能の場合はすべてご記入ください）

（はぐくみ園：就労継続支援（B型）事業、就労移行支援事業　第二はぐくみ園：就労継続支援（B型）事業、生活介護事業）

	⑧定員数
（20年2月1日現在）
	はぐくみ園３５名

第二はぐくみ園３０名
	⑨現員数（登録者数）
（20年2月1日現在）
	はぐくみ園２８名

第二はぐくみ園２７名
	

	⑩利用者の障害程度(区分)の分布
	区分Ａ（　　　人）　区分Ｂ（　　　人）　区分Ｃ（　　　人）

	
	区分１（　　人） 区分２（　５人） 区分３（　９人） 

区分４（　６人） 区分５（　２人） 区分６（　２人）訓練等給付のみ（　４１人）

	⑪上記施設以外の法人経営授産施設等ヵ所数
	０ヵ所
	　　　　

	⑫職員の状況
	福祉活動における

直接指導職員数
	はぐくみ園

第二はぐくみ園

合計　　２３名
	授産活動事業（授産施設会計）

における職員数
	０名

	⑬モデル事業取り組み以前の作業内容（科目）
	現在の作業内容（工賃アップ対象作業科目に○を付ける）

	製菓（パウンドケーキ、クッキーの製造、販売）

炭焼き・炭加工（炭焼き、仕入れ、製品化、販売）

木工（木工製品の製造、販売）

農耕園芸（野菜や花卉の栽培、販売）

製茶（野草茶づくり、販売）

箱折（箱折の下請け作業）

洗濯（高齢者施設の洗濯請負作業）
	製菓（パウンドケーキ、クッキーの製造、販売）

炭焼き・炭加工（炭焼き、仕入れ、製品化、販売）

木工（木工製品の製造、販売）

農耕園芸（野菜や花卉の栽培、販売）

製茶（野草茶づくり、販売）

箱折（箱折の下請け作業）

洗濯（高齢者施設の洗濯請負作業）


２．経営コンサルタント等の概要
	①契約先のコンサルタント等の社名・組織名
	株式会社LINCS BUSINESS LABORATORY　（法人格）株式会社

	②代表者名
	山田主規（やまだかずのり）
	③担当者名
	同左

	④所在地
	〒171-0022

　東京都豊島区南池袋３－１８－３０ファースト日野ビル４F

TEL:０３（５９２８）５９２０　　FAX:０３（５９２８）５９２１

E-mail:info@lincs-pro.com

	⑤スタッフの有している資格
	中小企業診断士、ビジネスコーチ、NLPプラクティショナー

	⑥契約期間
	平成 １９ 年 ８ 月 １ 日 ～ 平成 ２０ 年 ３ 月 ３１ 日


３．具体的数値目標・改善計画・計画実行スケジュールの概要
② 工賃アップの対象作業科目（ターゲット）の具体的数値目標

　　 ●作業科目名：製菓・炭焼き・農耕・製茶（対象は就労移行を除くはぐくみ園・第二はぐくみ園全作業）　　
●対象人数：　平成18年度：53名（旧体系）・平成19年度：就労継続支援Ｂ型28名　
	
	18年度実績
	19年度の実績

（事業完了時点）
	20年度の目標
	最終目標

（２４年度）

	平均工賃月額
	10,062
	実績：　　　　 15,084

目標：　　　　 18,609
	 18,000
	 40,000

	年額売上金額（Ａ）
	10,585,106
	実績：　　 10,322,437
目標：　　 11,708,413
	 15,557,000
	 50,880,000

	売上に対する年額総原価（Ｂ）
	4,185,436
	実績：　　　5,254,195

目標：　　　5,308,743
	 11,340,000
	 19,200,000

	年間利益（Ａ－Ｂ）
	6,399,670
	実績：　　　5,068,242

目標：　　　6,399,670
	 7,560,000
	28,800,000


※作業科目が複数にわたる場合はそれぞれ作業科目ごとの具体的数値目標をご記入ください

　③ 目標達成のための改善計画の概要

	目標達成のために何が必要なのかがわからない状態でコンサルタントに依存した形で事業が始まった。

そしてコンサルタントとの話し合いを重ね、当施設が向かいたい方向を基にイメージづくりから始まり様々な現状の分析があった。商品ターゲットの絞り込みから販売チャネルの検証、製造作業工程の無駄の洗い出しと改善計画、製造販売体制の見直しや財務分析などにより事業全体の問題点改善点の把握をし、２年後３年後５年後の土台を固めることに重点を置いた。

事業申請当初は、既存の製品の販売拡大と新製品を企画し収益をあげるという目標であったが、現状把握をして分析していくなかで、これがいかに絵に描いた餅であったかを思い知らされた。

そこで、初年度は現状維持を目標として切り替え、これまでの製品の製造販売体制は継続して収入を確保し、この間に徹底的に現状の分析を行った。１年目最終から２年目初めにかけて、これまでの分析をもとにした様々な改善をし、２年目の目標数値を達成するために施設全体で取り組むという方向が当施設の改善計画となった。このため、初年度の実績は上がらなかった。


　④ 計画実行スケジュールの概要

	（施設(事業所)による主体的取り組み実行スケジュールの概要）

　・内部担当者及びコンサルタント会議（計26回実施済）
（7/24,7/25,8/31,9/4,9/6,9/7,10/2,10/10,10/22,10/25,10/30,11/1,11/7,11/13,11/19,11/30,

12/12,1/17,2/7,2/14,2/18,2/20,2/22,2/26,2/28,3/3)

　・理事会及び理事長へ事業説明（計２回実施済）(7/25,10/19)

　・職員への事業説明と具体的な話し合い（計６回実施済）（7/24,9/11,9/12,9/19,11/8,12/11）
　・保護者への事業説明（１回実施済）(9/25)　

・利用者への事業説明（１回実施済）(9/25)

（経営コンサルタント等による業務スケジュールの概要）
■ 　９月　 ・工賃ステップアップ事業説明

■ １０月　 ・コンサルティング概要説明

・ターゲット設定　・チャネル調査

■ １１月　 ・利用者工賃の分析と具体的数値目標の設定
・目標達成に向けた戦略仮説検討

■ １２月　 ・戦略アイディア具体策検討

・チャネル政策、マーケティング戦略、効果性検証

■ １月　　 ・重点化市場－商品検討

■ ２月　　 ・中･長期利益計画策定

・商品－市場別詳細目標設定

・マーケティングプラン策定

・工程分析、改善策検討

・アクションプラン検討

・目標達成に向けた組織体制検討、改善


４．モデル事業推進のための地域ネットワーク会議（仮称）の設置運営内容
	①会議の名称
	乙姫ネットワーク会議

	②会議の構成委員と所属

	№
	委員氏名
	所　属

	１
	大平　久幸
	寄居町町会議員

	２
	渡辺　秀之
	エキナセア生産組合

	３
	黒瀬　秀明
	寄居町役場産業振興課

	４
	新井　薫
	寄居町役場産業振興課

	５
	桜井　康一
	寄居町役場健康福祉課

	６
	矢部　吉春
	寄居町社会福祉協議会

	７
	杉山　明功
	寄居町商工会

	８
	宮崎　光彰
	梅林堂

	９
	小林　貴
	㈱日英

	10
	山田　主規
	LINCS

	11
	細野　篤志
	LINCS

	12
	森　正子
	はぐくみ園施設長

	13
	橋本　誠一
	はぐくみ園総務課長

	14
	根岸　昭博
	はぐくみ園総務主任

	15
	根岸　瑞栄
	第二はぐくみ園施設長


③会議の開催日と協議内容

	
	会議の開催日
	協議内容

	平成19年度
	平成19年11月13日

平成19年12月12日

平成20年1月31日
	事業の内容の説明

施設紹介、製品紹介、作業説明、販売所案内

事業進行状況の報告、製品開発状況の説明

	平成20年度以降の開催予定
	製品の改良が完了後、新規販売先の検討時に開催予定。


